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『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (10)





















































1）以下の写本についての記述は，もっとも最新の研究である Клосс Б. М. Предисловие к изданию 
1998 г. // ПСРЛ.Т. II. М., 1998. С. E-N.，および A・シャフマトフによる次の詳細な解説に拠った。
Предисловие к изданию 1908 // ПСРЛ. Т. II. М., 1998. С. III-XVI.
2）イパーチイ写本からの 19世紀の写し (копия)として，「ロシア国立古文書館本」(РГАДА, ф.181, 
№10: 1814 г)と「科学アカデミー図書館本」(БАН 17.11.9：1819 г.）の２本が現存している。
3）エルモラエフ写本の 18世紀の写し (копия)として「ロシア国立図書館本」 (РНБ F.IV.237)がある
（Словарь книжников и книжности Древней Руси Вып. 1, Л., 1987. С. 236 参照）。
　　なお，タティーシチェフが『ロシア史』を書くにあたって使った「ゴリーツィン写本」
(Голицынский манускрипт)と称する写本は，この誤りの多いエルモラエフ写本であることがテキ
スト学研究によって裏付けられている。Толочко А. П. «История Российская» Василия Татищева: 
Источники и известия. М., 2005. С. 103, 142-143.
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認めることができる（л. 242об.の в 6707 と л.243об.の в 6708）。
7）この場合の「元本」は，想定されるイパーチイ写本とフレーブニコフ写本の共通の典拠写本のこと
で，プリショルコフが想定している上図の「南ルーシ年代記集成」(Южно-русский летописный свод 
начала XIV в.)に相当している。Приселков М. Д. История русского летописания... С. 97-99.
8）Грушевський М. С. Хронологія подій Галицько-Волинської літописі // Грушевський, Михайло 
Сергійович. Твори: у 50 т. Львів, 2005. Т. 7., C.327-329; Черепнин Л. В. Летописец Даниила 
Галицкого // Исторические записки. М., 1941. № 12. С. 230; Орлов А. С. О Галицко-Волынском 
летопнсании // Труды Отдела древнерусской литературы. Т. 5. М.; Л. 1948. С. 15-17.
9）Котляр Н. Ф. Композиция, источники, жанровые и идейные характеристики Галицко-





























летопись: Текст. Комментарий. Исследование. СПб., 2005.
11）中沢敦夫「『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (1) ―『原初年代記』への追加記事（1110～ 1117年）」『富
山大学人文学部紀要』（61号，2014年 8月）239-240頁。
12）Полное собрание русских летописей. Том II. Изд. 2-е.: Ипатьевская летопись. СПб., 1908.
13）翻訳では，フレーブニコフ系写本だけにあるまとまった異読は｛　｝に示している。
14）Грушевський М. С. Хронологія подій Галицько-Волинської літописі // Грушевський, Михайло 
Сергійович. Твори: у 50 т. Львів, 2005. Т. 7., C. 327 - 387.
－ 228 － － 229 －













15）Літопис руський / Пер. з давньорус. Л. Є. Махновця; Відп. ред. О. В. Мишанич. К., 1989.『ガ
ーリチ・ヴォルィニ年代記』は С. 368-452に収録されている。なお，ウクライナ語訳文には，イパー
チイ写本の丁付けが修正された頁表記によって参照されている。
16）Галцико-Волынская летопись. Подготовка текста, перевод и комментарий О. П. Лихачеваой / 
Памятники литературы Древней Руси. XIII век. М., 1981. С. 236-425, 562-602. なお，この刊本の
テキストが Ізборник のサイトで，イパーチイ写本のテキストとして公開されているが，厳密には校訂
者による他写本からの補正が入ったテキストである。http://litopys.org.ua/oldukr/galvollet.htm
17）Галицко-Волынская летопись / Библиотека литературы Древней Руси. Т. 5: XIII век. СПб., 
1997. С. 184-357, 482-515. 1981年の ПЛДР版のテキストと翻訳に僅かな補訂と注釈の補足が加えら
れているが，基本的には再録である。
18）George A. Perfecky, The Galician-Volynian Chronicle. Munich: Wilhelm Fink Verlag, 1973.
19）フレーブニコフ写本のファクシミリ版は次の刊本がある。The Old Rus' Kievan and Galician-
Volhynian Chronicles: The Ostroz'kyj (Xlebnikov) and Četvertyns'kyj (Pogodin). Codices (Harvard 
Library of Early Ukrainian Literature. Vol. VIII). Harvard University Press, 1990, P. 307-391. ま
た，このファクシミリ版から独自に起こしたテキストが，次の Ізборникのサイトで公開されている。
http://litopys.org.ua/oldukr/galvxleb.htm
20）Галицко-Волынская летопись: Текст. Комментарий. Исследование / сост. Н.Ф. Котляр, В. Ю. 
Франчук, А. Г. Плахонин. под ред. Н.Ф. Котляра. СПб., 2005.
21）なお，1930年代にソ連でロシア語 (Древнерусские летописи. / Перевод и комм. В. Панова. Ред. 
В. Лебедева. Статьи В. Лебедева и В. Панова. М.; Л., 1936. (Серия «Рус. мемуары, дневники, 
письма и материалы»). С. 246-313) とウクライナ語 (Галицько-Волинський літопис / переклав і 
пояснив Т. Коструба. Ч. 1, С. 99-128 Львів. 1936; Ч. 2, С. 3-121. Львів. 1936)の翻訳が試みられて
いるが，抄訳であったり注釈が少ないなど不充分な点が多い。また，前者のロシア語訳をもとにした「ガ
ーリチ・ヴォルィニ年代記」の邦訳（抄訳）も存在するが（除村吉太郎訳『ロシア年代記』（弘文堂書房，
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翻訳と注釈
【ロマン公支配の始まり】
【715】6709〔1201〕年 1）。大いなる公ロマン 2） [I11]の公支配の始まり。〔かれは〕ガーリチ公
であり，全てのルーシの地を専制支配した 3）。
【ロマン公への讃詞】








1156年 [Домбровский 2015: С. 262]），ポーランド史料によれば幼少期をポーランドで過ごしたとい






自らキエフの地を占領して，短期間公座に就いている [Котляр 2005: С. 179]
3）この段落の「大いなる公にして～ロマンの死後」の表題はイパーチイ写本にのみにある文言。直前に「ロ
マンの公支配の始まり」の文言があることから，すぐに「死後」に記述が跳ぶのは不自然である。本年




1973: p. 127. n.1]。
4）この「全てのルーシの地の専制支配」(державего бывша всеи руской земли) の表現は，すぐあとに















オトロク 8）(Отрокъ)をアバジン人 9）(обезы)のところへ，〔さらに〕鉄門 (желѣзная врата)の向こ
6）支配公が持っている優れた資質を動物に喩える表現は，『原初年代記』6472(964)年の項にスヴャトス








8）「オトロク」(Отрок)の名は，Атарак, Атрак とも表記され，グルジアのダヴィド四世建設王 (在位
1089～ 1125年 )の伝記にも記されており，そこではかれが，ドネツ＝ドン川水系に展開していた
ポロヴェツ人族長シャルカン (Шараган, Шарукан)の息子であり，ダヴィド王の妃グランドゥート
(Гурандухт)がこのオトロクの娘であったと記されている [Жития царя царей Давида: С. 284]。
　　かれが率いていたポロヴェツ人集団は 1111年のスヴャトポルク [B3]とモノマフ [D1]によるドネツ
川遠征（下注 10）に敗北してカフカス山脈へと南下し，その後，1118～ 1125年にはダヴィド王のも
とで軍事遠征に加わっていた [Мургулия, Шушарин, 1998]。王とオトロクの娘の結婚も，そのような
同盟関係の結果と考えることができるだろう。
9）「アバジン人」(обезы)は，グルジアに居住していたアブハズ族 (abaza-abkhaz)の一派で，カフカス山
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13） 「黄金のかぶとでドン川〔の水を〕飲む」(пити золотом шоломомъ Донъ)の表現は，『イーゴリ軍記』
で繰り返されている「かぶとにてドン川を飲み干す」(любо испити шеломомь Дону)[木村 1957-










17）「エフシャン」(евшанъ, емшан)は古チュルク語 jaušan に語源をもつステップに生えるヨモギ科
の草の名で，バシキール語のユシャン (юшан)，キルギス語のジュサン (джусан)に対応している 












царя царей Давида: С. 298]。また，オトロクはダヴィド王の岳父となるなど（上注 8），グルジアの地
では「栄光」の中にあったことは疑いない。
19）「コンチャク」(Кончак)は，ドネツ川下流域のポロヴェツ人部族連合の有力な首長。年代記における





20）「肩に鍋を担いで歩き，スーラ川 (Сула)〔の水を〕を汲み尽くした」(снесе Сулу пѣшь ходя, котелъ 
нося на плечеву)の 原文の韻律構成や英雄叙事詩的イメージからみて，この部分はコンチャクについ
ての当時の口承文芸（叙事詩）を利用したと考えられる。例えばブィリーナには，勇士ドブルィニャ
と戦うタタール人たちの姿を「その肩にのっている頭はまるでビール桶のようだ」(А и головушки на 
плечах как пивной котел)[Гильфердинг 1950: № 80 (Добрыня и Василий Казимиров)]と形容する
ものがあり，この個所との近縁性がうかがわれる。「スーラ川を汲み尽くす」(снести Сулу)の表現は，『イ
ーゴリ軍記』で繰り返されている「かぶとにてドン川を飲み干す」(любо испити шеломомь Дону)[木












い止めた」[Древняя Русь-Хрестоматия Т. 2: С. 289]に対応していると考えられる。
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【ロマン公の二人の遺児とルーシの地の騒乱：1205 年】
〔ロマンの死後〕大いなる騒乱が起こった 22）。ルーシの地にはかれの息子が二人遺された。一
人は 4歳で，もう一人は 2歳だった 23）。
6710〔1202〕年






　　ロマン [I11]は 1197年に最初の妻プレドスラヴァ（当時キエフ公のリューリク [J2]の娘）を離縁し








一族）との結婚の可能性を指摘している [Котляр 2005: С.184-188]。
　　他方，A・ゴロヴェンコの推論では，かの女は 1200年 5月のロマンのコンスタンティノポリスへ
の使節団によってビザンツから連れられてきた女性で，高位のビザンツ貴族・皇族の出自と思われる。
1200年 8月～ 10月に結婚したと推定される [Горовенко 2011: С 83-84, 86]。
23）ロマン [I11]の死のとき（1205年 6月）に，長男のダニール [I111]が「4歳」なら，生年は 1201年








Т.1, 1997: Стб. 425-426]と記されており，これに対応している。フルシェフスキイは，リューリク
[J2]のこの最初のガーリチ遠征は，ロマン [I11]の死の直後の 1205年秋におこなわれたとしている








【サノクにおけるダニール [I111] とハンガリー王アンドラーシュ二世との同盟：1205 年夏～
初秋】
これが起こったのは，ロマン [I11]の死後，〔ハンガリー〕王がサノク 29） (Санок)において自
分の義理の兄弟の妻 (ятровь)と会合したからだった 30）。〔王は〕ダニール [I111]を自分の愛しい
息子として受け入れ 31），かれ〔ガーリチのダニール〕のところに守備部隊を残してやったのだ
から。それはすなわち，大いなる盲目のモケイ 32）(Мокъи)，コロチュン (Корочюн)，ヴォルプ











されている [Котляр 2005: С. 189]。






公 [D11]の娘と結婚しており，他方大ムスチスラフ公 [D11]はロマン公 [I11]の曾祖父に当たっていた
ことから，アンドラーシュ二世とロマンは広い意味での兄弟関係（又従兄弟）にあった。そこから「義
理の兄弟の妻」(ятровь)はここでは，以下の記事で何度も登場する「公妃」(княгиня)，すなわちロマ
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人がいたからである。





ポロヴェツ人部族のテルトロバ族 (Тертробичи)（アラビア語史料の дурут 族）の族長の一人 [Pritsak 
1982: p. 375] 。コチャンの娘がムスチスラフ武運公 (Удалой, Удатный)[J51]に嫁いでおり（下注 386
参照。結婚の時期は 1190年代半ば頃と推定される [Добмровский 2015: С. 537]），また，ムスチスラ
フ [J51]は父親の死（1178年）の後にリューリク [J2]の庇護を受けていたと考えられることから（[イ

























フに到着すると，かれらとともに，リューリク [J2]とロスチスラフ [J21]，ウラジーミル [J22]とかれ〔リ
ューリク〕の甥たち，ベレンディ人たちが〔キエフから〕出発した。また，オポリエ (Ополье)からは











引き返した。なぜならば，両軍とも疲弊していたからである」[ПСРЛ. Т. 1, 1997: Стб. 427]のように，





ェフスキイは，もうひとりの兄弟がスジスラフだったのではないかと考えている。 （[Perfecky1973: p. 
129. n. 10]も参照）
－ 238 － － 239 －































ペレムィシェリの公座に据えられたと考えるべきだろう（下注 43, 101参照）。[Perfecky1973: p. 130. 
n. 11]も参照。




[ПСРЛ. Т.1, 1997: Стб. 427]となっている。
－ 240 －
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しているのである（ [Perfecky1973: p. 130. n. 13]）。
－ 240 － － 241 －









49）ロマン [I11]は，1205年 6月 19日にザヴィホスト近郊でのポーランドのレシェク＝コンラートの連
合軍との戦いで戦没している（上注 5参照）。ロマンの死については，ヤン・ドゥウゴシュの『ポーラ
ンドの歴史』(Historiae Polonicae libri xii )の 1205年の記事に詳述されており，ガーリチの公座を確
保したロマンは，かつて自領地だったルブリンの地〔ヴィスワ川東岸〕の領有を要求したがコンラート
に拒否され，大軍をもってマウォポウスカ地方へ攻め入ったとしている [Щавелева 2004: С. 192-196, 
345-349]（[Горовенко 2011: С. 117][ Майоров 2008]も参照）。
50）「レシェク」(Лестко)は「レシェク白公」(Leszek Biały)とも呼ばれ，当時はクラクフ公（在位：








(своя ятровь)とは，ロマンの未亡人でダニール [I111]とヴァシリコ [I112]の母親である女性（「公妃」）
を指している。
52）この「ヴワディスワフ」(Володислав)の同定については二つの説がある。



























【ガーリチ公ウラジーミル [C4321] のハンガリーとポーランドに対する工作：1206 年末～
1207 年前半】
ウラジーミル [C4321]は，〔ハンガリー〕王とレシェクに対して多くの贈物を送った 56）。













－ 242 － － 243 －



























う記事がある [イパーチイ年代記 (8)：236頁，注 326]。このことがあっため，アレクサンドル [I121]は，
ヴラジミルの城市とヴォルィニ地方は，父フセヴォロド [I12]から正統に継承した「父の地」と見なし
ていたのだろう。そのため，アレクサンドルは，ポーランドの助力を得てこの地の回復を図ったのである。
[Котляр 2005: С. 188-189]も参照。







































ル [B32131]と結婚していたという事態を想定している [Домбровский 2015: С. 343-344]。
70）ヴラジミルの公座にはアレクサンドル [I121]が就いていたことから（上注 65），かれは逃げ出して（あ
るいは追放されて），ベルズへ退去した（下注 74）ことになる。
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レシェクは，かれ〔イングヴァル [I22]〕の娘を妻としたが 71），かの女を置いて，オレリス
ク 72）(Орельск)へ行った。






【ベルズ公アレクサンドル [I121] は，イングヴァル [I22] を追放して再びヴラジミルの公座に
就く：1210 年頃】




ラワ (Grzymisława)[Щавелева 2004: С. 207, 361]で，1207年頃に結婚したと考えられる。文脈から
見ると，レシェク大公はヴラジミル公となったイングヴァル [I22]の娘を妻とすることで，ヴォルィニ
地方への影響力の拡大を狙った [Котляр 2005: С. 192]と読むことができる。しかし，この「かれ」を
前のヴラジミル公であるアレクサンドル・フセヴォロドヴィチ [I121]の娘と解釈する説もある [СЭ-1: 
С. 15]。さらに，ドムブロフスキイは，プスコフ公ウラジーミル・ヤロスラヴィチ [D11533]の娘（1189
年 9月にノヴゴロドで誕生）であると考証している [Домбровский 2015: С. 642-648]。
72）「オレリスク」 (Орельск)は，ヴィスワ川左岸支流（現在のストルメン運河）沿岸にあった城市で，現






















ると，アレクサンドル [I121]は，ウグロフスク 77）(Угровеск)，ヴェレシチン 78）(Верещин)，スト
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イリヤ・ステパノヴィチ 96）(Щепановичь Илия)は，かれ〔ムスチスラフ [I24]〕をガーリチの
丘 97）に連れて行き，嘲りの笑みを浮かべてかれにこう言った。「公よ，そなたはすでにガーリ
90）上注 88にあるように，1210年前半にロマン [C4324]は追放されたが，まもなく（1210年の秋）公







から借用されたと推定される [Мещерский 1958: С. 100]。
94）チモフォイは，カエサリアの教父アンドレアスが記した「注釈黙示録」を根拠に，ベネディクトの名
のギリシア語表記 βενεδικτος を数字で読み替えたとき，その総計が「獣の数字」である 666（『黙示
録』13:18）になる（β — 2, ε — 5, ν — 50, δ—4, ι — 10, κ — 20, τ — 300, ο — 70, ς — 200)とし
て，ベネディクトを反キリストとして告発したのである（[Літопис руський, 1989: С. 371, прим. 5] 





遺構で，伝説的では公の墓とされている。[Древнерусское градостроительство 1993: С. 128, илл. 
Галич. План центральной части. №9]
－ 248 － － 249 －




















































の事件を扱っているこの記事は時系列の辻褄があわない（[Perfecky1973: p. 131. n. 23]参照）。コトリ
ャールによれば，ハンガリー王家とダニール [I111]のあいだの政略結婚は，ロマン・ムスチスラヴィ
チ [I11]の存命中にすでに企図されており，1204年，あるいは 1205年前半に，ルーシ・ハンガリー・












伯のルートヴィヒ四世（Ludwig IV, 1200年～ 1227年）のこと。聖人伯（der Heilige）の渾名で呼ば
れる。その父はテューリンゲン方伯ヘルマン一世で，皇帝フィリップ暗殺事件のときにはエクベルトの
同盟者だった（上注 109参照）。
－ 250 － － 251 －















1205年～ 1235年）とゲルトルード（上注 108）の娘。1221年に 14歳でテューリンゲン方伯ルート
























ト〕に同行した軍司令官の名は次の通り。第 1にペトル・トゥーロヴィチ (Петръ Туровичь)，
第 2にバンコ (Банко)，第 3にミーカ・ブラダーティ (Мика Брадатый)，第 4にロトハロト
(Лотохаротъ)，第 5にモキヤン 121）(Мокъянъ)，第 6にチブレツ (Тибрець)，第 7にマロツェル
(Мароцелъ)。他に多くの者がおり，かれらについて証言し，書くことはできないほどだった。
【ヴワディスワフとハンガリー勢はペレムィシェリを降伏させ，ペレムィシェリ公スヴャトス













(nádor, palatine)（上注 89参照）を指している。ポート（Пот; ラテン語史料では Pot）は 1209年～
1212年の期間この宮中伯の位に就いていた。
120）ポートに率いられたこのハンガリー軍は通常のルートであるサノク経由でペレムィシェリに近づい
た。遠征は 1211年 8月末あるいは 9月初旬に始まったと考えられる [Котляр 2005: С. 196]。
121）上注 32の「大いなる盲目のモケイ」と同じ人物。ハンガリーの軍司令官。
－ 252 － － 253 －















ヴァシリコ [I112]はベルズを公支配していた 124）。かれ〔ヴァシリコ [I112]〕のところから〔派
遣されて〕，大いなるヴャチェスラフ・トルスティ 125）(Великий Вячеславъ Толъстый)，ミロス






















多くのポリャン人 130）を派遣した。ペレソプニツァからは，無言公 131）のムスチスラフ [I24]が
多くの兵を連れてやって来た。アレクサンドル [I121]は兄弟〔フセヴォロド [I122]〕ととも
に 132），ヴラジミルから多くの兵を連れてやって来た。イングヴァル [I22]は自分の息子 133）〔ヤロ












131）ムスチスラフ [I24]が「無言公」(Немый, Немой)と呼ばれていることについて，本年代記の 1227
年の記事 [Стб. 750]にもあり（下注 367）同時代の通称であったことは確かだが，実際にかれ自身の肉















－ 254 － － 255 －

























































でハンガリーの人名が挙がっており（上注 32, 33, 138, 142を参照），ここも同じ資料にもとづいてい
るとすれば，やはりハンガリー軍の軍司令官の名前である可能性が高い。













－ 256 － － 257 －

















153）この「聖なる聖母処女マリアの教会」(церьквь святѣя Богородица приснодѣвица Марья)は，ガ
ーリチの首座教会で「聖母就寝」(Успение Богородицы)に献堂されており，12世紀 40～ 50年代に
ガーリチの主教座が置かれたことを契機に創建されたものと推定されている。現在のガーリチ郊外のク








158）これはフルシェフスキイに従って 1211年の 9月と考えるべきだろう [Грушевський 2005: С. 335-
336]（ウクライナ語訳は 1210年 9月としている [Літопис руський, 1989: С. 373]。
159）処刑されたイーゴリ一族諸公については，『ノヴゴロド第一年代記（新輯）』6722(1214)年の記事に，
フセヴォロド ･スヴャトスラヴィチ [G4]のムスチスラフ [J51]とその兄弟への言葉として「お前たち
はガーリチでわしの兄弟である二人の公を悪人として吊し，すべての者たちに屈辱を与えた」[НПЛ: 
С. 251]と記されている。そのため，フルシェフスキなど研究者の中には，処刑されたイーゴリ一族は






















年が 1201年頃だとすると（上注 23参照），このときおよそ 10歳であり，母親のことが認識できない
ほど「年少」だったとは考えにくい（[Котляр 2005: С. 197]も参照）。この時点でのダニールの非力さ，
それに対しての公妃の政治力の強さを強調するための年代記記者の誇張的な表現とみるべきだろう。






163）この冬 (зимѣ же бывши)は，1211/1212年と 1212/1213年の二つの可能性があり，フルシェフス
キは前者をとっている [Грушевський 2005: С. 336]。コトリャールは，ダニールのガーリチ公座就位
から１年後の後者と考えているが [Котляр 2005: С. 198]，いずれにせよどちらかに定める決定的な論
拠はない。
－ 258 － － 259 －










ルク (Ярополк)とその兄弟 168）は，ペレソプニツァのムスチスラフ [I24]のもとに逃げて 169），ム
スチスラフ [I24]を連れてきた。ムスチスラフ [I24]はかれらとともにブジェスク 170）(Бозък)へ
と進軍した。
そして，グレーブ・ポトコヴィチ 171）(Глеб Потковичь)がブジェスクから逃げ出した。イヴァ
ンコ・スタニスラヴィチ (Станославичь Иванко)とかれの兄弟のズビスラフ (Збыславъ)もガー
164）コトリャールはこれを，アンドラーシュ二世が公妃と協議の上，ダニール [I111]のガーリチ公座就





















【ムスチスラフ [I24] および貴族たちのガーリチへの進軍の報を受けた公妃はダニール [I111]
とともにハンガリーへ逃げ，ヴァシリコ [I112] はベルズへと逃げる：1213 年】
そこで，ロマン [I11]の公妃は自分の息子ダニール [I111]およびヴャチェスラフ・トルス















173）「ヴャチェスラフ」はロマン [I11]一族に仕える側近貴族。上注 125, 151を参照。
174）「ミロスラフ」(Мирослав)については上注 47, 126を参照。
175）フルシェフスキはこのアンドラーシュ二世の新しい遠征を 1213年秋の初めとしている。










－ 260 － － 261 －













イ (Каменец-Подольский; Кам'янець-Подільський)とするものがあるが [БЛДР-5: С.491]，その場
合，ベルズから南東方向へと 263kmも離れており現実性に乏しい。また，スルーチ川 (Случь)上流域




































【キエフ公フセヴォロド赤毛公 [G4] はロマン [I11] 一族を支持する】
｛その年｝フセヴォロド・スヴャトスラヴィチ [G4]がキエフを公支配しており 189），かれはロ
185）上注 180を参照。











[ПСРЛ, Т. 1, 1997: Стб. 435]とあることから，この頃からキエフ公だった。
－ 262 － － 263 －
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マン [I11]の息子たちに大いなる親愛を持っていた 190）。
【レシェクの支援を受けたムスチスラフ [I24] は，レシェクが派遣したダニール [I111]，アレク














































ブリ 204）(Теребовль)の周辺，モクレコフ 205）(Моклеков)とズブィラジ 206）(Збыраж)周辺を掠奪した。
ブィコヴェン 207）(Быковен)はポーランド人とルーシ人によって占拠された。〔レシェクは〕大





















下流の近い位置にあった城市と推定される [Котляр 2005: С. 201]。
－ 264 － － 265 －
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量の捕虜を捕獲すると，ポーランド人のもとへと戻って行った。
【ダニール [I111] とヴァシリコ [I112] はヴォルィニ地方南東部をアレクサンドル [I121] から獲
得すると，ヴラジミル城市の支配を狙う】
その後，ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]の二人はレシェクの支援を得て，ティホム







































214）イパーチイ写本，フレーブニコフ系写本とも原文は Лѣсътич и Пакослав とあたかも二人のように
記されているが，これは一人の人物「パコスラフ・レソティチ」(Пакослав Лесотич)を指している。
このアフダニェツ家「パコスラウ・ラソツィツ五世（年長）」 (Pakosław V Lasocic Stary Awdaniec)は，
クラクフの城代 (Kasztelan)という重職に就いていた。かれは，以降の年代記記事に何度も登場するポ
ーランドの高官貴族で，最初はレシェク大公に勤務し，その後大公の妃グリミスラワ (Grzymisława)に
仕え，さらにその息子ボレスワフ五世に仕えた。ポーランド史料ではかれは ラソトの息子 (Pacoslaus 
Filius Lassote)と呼ばれており，本年代記の呼び名に対応している。[IPSB: Pakosław Stary (Starszy) 
h. Awdaniec] [Котляр 2005: С. 201]。
215）レシェク大公の娘とは，サロメア (Salome, Саломия)のことで，かの女はレシェクとグリミスラワ
との結婚（1207年頃。上注 71参照）の後すぐに生まれたとしても，当時はまだ 5歳だった。[Hollý 
2007: p. 11-13]
216）ハンガリー王アンドラーシュ二世の息子カールマン (Koloman)の生年は 1208年で，当時はまだ 5
歳ほどであり，典型的な政略結婚だった。
217）「スピーシ」 (Зъпиши, Спиши)は，当時のハンガリー王国の主要都市の一つで，現在のスロヴァキ
アのコシツェ州スピーシカ＝ノヴァ＝ヴェス (Spišská Nová Ves)に相当している。ここで，ハンガリー
王とポーランド大公との間でガーリチ地方分割の協議が行われた。
218）ヴワディスワフの動向については上注 203を参照。
－ 266 － － 267 －




クにはペレムィシェリ 219）(Перемышль)を与え，パコスラフ 220）にはリュバチェフ 221）(Любачев)〔を
与えた〕。
【レシェクは，アレクサンドル [I121] を脅迫してヴラジミルから追放し，ダニール [I111] とヴァ






















































－ 268 － － 269 －





イラクリイ (Ираклѣи)231）[S1]で，その後レフ 232）(Лев)[S2]，それからロマン 233）(Роман)[S3]，ム
スチスラフ 234）(Мистислав)[S4]，シヴァルン 235）(Шеванрно)[S5]〔が生まれた〕。他の息子たちも
いたが，幼くしてこの世を去ってしまった。




















235）シヴァルン (Шеванрно, Шварн)[S5]は生長してホルム (Холм)とリトアニア地方の公として分
封され，1263年にはリトアニア大公ミンダウガスの娘と結婚して，ダニール一族とリトアニアと
の同盟関係を強化した人物である。なお，かれの生年が 1236～ 40年と推定されていることから















ダニール [I111]はこれを討つべく，ガヴリール・ドゥシロヴィチ 240）(Гаврил Душилович)，
























245）「ヴェプリ川」(рѣка Вепрь)は，ヴィスワ川 (Wisła)支流の現在のヴェプシ川 (Wieprz)のこと。そ
の中流・上流域はポーランドとヴォルィニ地方との境界の役割を果たしていた。
－ 270 － － 271 －
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【レシェクはムスチスラフ [J51] と決別して，ハンガリー王と同盟する。同盟軍はガーリチの
地へ侵攻する：1219 年秋】






















て [НПЛ: С. 55, 255]，6732(1224)年の対モンゴルのカルカ川の戦いではルーシ諸公軍の先遣隊長とし






いた 251）。かれ〔ムスチスラフ〕はドミトル 252）(Дмитр)，ミロスラフ 253）(Мирослав)，ミハルコ・グレー




























[Perfecky1973, p. 133. n. 39]。かれはダニール [I111]の側近であり，ハンガリー陣営によって斬首さ
れたのは見せしめ的な意味があったのだろう。
259）「シチレツァ川」(Щирѣца)は，ドニエストル川の支流で，現在のリヴィウ州のシチェレク川
(Щерек: Щирец, Щирок, Щирка)に相当し，その上流域はゴロドクから東へ 19kmほど離れている。
260）上注 248を参照。
－ 272 － － 273 －
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【ムスチスラフ [J51]の軍はズブリエ川に布陣。ムスチスラフの依頼によりヴラジミル公ダニー
































【ガーリチに籠城していたダニール [I111] はムスチスラフ [J51] の命令で城市を脱出。トルマ
チで背反したガーリチ貴族の襲撃を受け，ダニールは戦う】
































えられる [Срезневский, Материалы: Стб. 1204]。
－ 274 － － 275 －
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コ (Перенѣжько)がやって来た 274）。
【ダニール [I111] はドニエストル川をさらに下り，ドニエストル川右岸を放浪する：1219 年





















(Галиця)，ロマチンツィ (Ломачинці)の遺構が候補に挙がっている。[Літопис руський, Покажчик]。
この地名は，『キエフ年代記』6667(1159)年の記事に，イワン・ベルラドニク [A1221]がドニエスト






























ドネストル川中流域左岸・南ブグ川上流域に退却したとの説がある [Perfecky1973, p. 133. n. 40]。あ
るいはムスチスラフの当時の拠点都市と考えられるトルチェスク（下注 300）とその周辺地だった可能










－ 276 － － 277 －
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ルシンコフ一族 286）(Рушьковичи)は，キンティブート (Кинтибуть)，ヴォニブート (Вонибут)，

























289）「フィリャ」(Филя)は，ラテン語史料で Fila, Phila, Phyla, Filnya などと記され，アンドラーシュ二
世宮廷の宮中伯 (nádor, palatinus regni Hungarie)でハンガリー軍の軍司令官で地方長官（バン）だっ








アレクサンドル [I121]は，ダニール [I111]およびヴァシリコ [I112]から離反して，レシェク
のもとに寝返った 292）。かれら〔ダニールとヴァシリコ〕のもとには神の助けの他は，助けてく
れる者はいなかった。



















[Волощук 2011: С. 190, 195]
294）「ラゾリ」(Лазорь)はラザリ・ドマジリチ (Лазарь Домажирич)として本年代記にも言及される。
かれはダニール [I111]に対抗していたガーリチの有力貴族ドマジル (Домажир)一族の当主である。
－ 278 － － 279 －






















[Покажичик][Котляр 2005: С. 208]。
297）下注 317で「リトアニア人のポーランド掠奪の後」にダニール [I111]とレシェクは，それぞれが使
者を遣って和を結んでいる。記事の順番の時系列からみると混乱があるが，これは本記事の「和解」と





市内の聖母就寝教会 (Успенский собор)（上注 149参照）の周囲を城柵で固めたということ [Літопис 








































－ 280 － － 281 －
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つきのジロスラフ 307）(Жирослав)の手で秘かに救い出された。そのことで〔ジロスラフは〕非
難され，自らの父の地を没収されることになった。【738】






















(изнемогаху жажею водной)の語句などは，『原初年代記』6496(988)年のウラジーミル聖公 [08]の
ケルソネソス攻城戦の描写に使われている [ПСРЛ Т. 1, 1997: Стб. 109]。この部分は全体としては，ヨ
















【ベルズ公アレクサンドル [I121] はレシェク，カールマン，フィリャ等と和を結ぶ：1222 年】






チ (Держислав Абрамович)とフロリアン・ヴォツェホヴィチ (Творьян Втихович)318）を介してだっ












(Творьян Втихович; Флориан Войцехович)は，レシェク配下のポーランド人軍司令官（貴族）。フロ
リアンについては，本年代記の 6757(1249)年の記事でも言及されている。
－ 282 － － 283 －




1222 ～ 1223 年】

















の「町は町に，地方は地方に，民は民に，国は国に対して，互いに戦いを企てる」(и иные инымъ 





は「跳びはねる」の意〕は住民に対して悪しき遊びをなした」(Скиртъ рѣка съиграеть злы игру и 
граждономь)などからの表現を借りたと考えられる（[Истрин 1994: С. 351][Мещерский 1978: С. 
84]を参照）（下注 514も参照）。
























монастырь)の出身者とする説もある [Perfecky1973: p. 134. n. 44]。かれは，ブク川中流域のウグロ
フスク (Угровск)の主教だった（下注 332）。この「福なる尊師」(блаженный, преподобный)の尊称
は，この記事の記者キリル（下注 328）のヨアサフについての評価の反映だろう [БЛДР-5: С. 494]。な
お，『ノヴゴロド第一年代記』6737(1229)年の記事には，空位だったノヴゴロド大主教の三人の候補者









－ 284 － － 285 －


















1222年～ 1223年のことと推定している [Грушевський 2005: С. 342]。
334）主教座がホルムに移されたのは，ガーリチ地方がモンゴル＝タタール勢によって破壊された後の，
1241年以降と推定されている。なお，この段落の記事は，主教キリルから年代記編纂を受け継いだ，






教メトディオスの書の異族の系譜に関する説の中に「モアブ」についての言及がある [ПСРЛ Т.1, 1997: 
Стб. 233]。タタール人を「モアブ人」とする形容は，『ヴォスクレセンスカヤ年代記』6731(1223)年
の記事の冒頭に「前代未聞の神を恐れぬモアブ人，タタール人と称される者たちが来襲した」として認




子のヤロスラフ [K4]を結婚させ，かれにユーリイ・コンチャコヴィチの娘 (Юргевъна Кончаковича)
















землю суть днесь отняли, а вашю заутра пришедше возмут)[НПЛ: С. 62, 265]として類似の表現を
見出すことができる。
339）「ムスチスラフ・ロマノヴィチ」[J12]については『ラヴレンチイ年代記（アカデミー写本）』の並行
記事で，この 1223年の事件が「かれのキエフでの公支配の 10年目のことだった」[ПСРЛ Т. 1, 1997: 
Стб. 503]と記されている。また，『ノヴゴロド第一年代記』6722(1214)年の記事によれば，ノヴゴロ
ド公ムスチスラフ [J51]の手によって，この年にキエフの公座に据えられている [НПЛ: С. 53]とあり，
1214年以来キエフの公座に就いていたことがわかる。
340）「コゼリスク」 (Козельск)は，オカ川 (Ока)の支流ジズドラ川 (Жиздра)沿いの城市で，カルーガか
ら南西に約 72kmに位置する現在も同名の都市。ヴャティチの地の主要な城市のひとつだった。ここ
で，チェルニゴフ公領から見れば辺境の城市であるコゼリスクの名が挙がっているのは奇妙だが，この
城市がムスチスラフ [G1]の拠点城市（相続領地，いわゆる удельный город）であったためではないか。
1215年に兄弟のフセヴォロド赤毛公 [G4]が没した後，ムスチスラフ [G1]はチェルニゴフ公になって
いる [Рапов1977: С. 118]。
341）ムスチスラフ・スヴャトスラヴィチ [G1]は，『ニコン年代記（絵入り年代記集成）』6727(1219)年
の記事でチェルニゴフ公として記述されており [ПСРЛ Т.10, 2000: С. 86]，当時オレーグ一族の中では
最年長者だった。なお，「カルカ河畔の戦い」についての『ノヴゴロド第一年代記』6732(1224)年の記
事では，ムスチスラフ [G1]は息子とともに戦死している [НПЛ: С. 63, 267]。
342）「ルーシの地の年長者」(старѣйшины в руской земли)として三人の公が挙げられているが，これ
は実年齢の順ではなく，公支配をしている城市の序列（キエフ⇒チェルニゴフ⇒ガーリチ）の順番に列
挙されていると考えるべきだろう（[Грушевський ІУР-3: С. 196]参照）。
－ 286 － － 287 －
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スーズダリの大いなる公ユーリイ [K3] は評議の場にいなかった 343）。見よ，さらに若い公た
ち，ダニール・ロマノヴィチ [I111]，ミハイル・フセヴォロドヴィチ 344）[G41]，キエフのフセ
ヴォロド・ムスチスラヴィチ 345）[J122]や他の諸公がいた。その時，ポロヴェツ人の大いなる侯
バスティ 346）(Басты)が洗礼を受けた。ヴァシリコ [I112]はこの場にいなかった。年少 347）〔のため〕
ヴラジミルに残ったのである。




与えた。1218年 2月のコンスタンチン [K1]の死後，ユーリイ [K3]は兄弟の遺言によってクリャジマ






かった」[ПСРЛ Т.1, 1997: Стб. 446]と詳しい事情が述べられている。
344）ミハイル [G41]の当時の支配地は不明だが，チェルニゴフに近い付属城市にいたと考えられる
[Войтович 2006: С.408]。かれは，1211/1212年にガーリチ公ロマン [I11]の娘と結婚しており（下注













ーシ公への臣従のしるしだったのだろう（[Литвина, Успенский 2013: С. 44-45]）。 なお，バスカー










































見され，ポロヴェツ人が身柄を要求して，かれは殺された」[ПСРЛ Т.1, 1997: Стб. 506]。
－ 288 － － 289 －










並行記事では「ガーリチからムスチスラフ公 [J51]がすべての軍勢とともに」[ПСРЛ Т.1, 1997: Стб. 
505]と記されている。「ヴォルィニの公」はおそらくダニール [I111]を指している。












が妥当と判断して，「ドニエストル川を」(по Днестру)の読みを採用した。[БЛДР-5: ГБЛ: С. 204]。
　　なお，コトリャールは，この「追放者」とはロマン [I11]のガーリチ支配時代にハンガリー領内に逃
げた人々だとして，ドナウ水系を下って黒海に入り，ドニエプル川を遡るという行路を推定している






[ПСРЛ Т.1, 1997: Стб. 506]と，別のかたちのやや曖昧な言い方で記している。
357）「プロトルチヤ」(Протолчия)はドニエプル川下流域の早瀬 (пороги)の一帯をあらわす地名。ここ
には，プリツァクの分類によるドニエプル川草地のポロヴェツ人グループ (Dnieper Meadow Groups; 































－ 290 － － 291 －














【若きダニール [I111] の奮戦とムスチスラフ [I24] の献身的な援助】
部隊はその場で会戦した。ダニール [I111]はその場を抜けて前進した。セミョン・オリュエ





































366）ダニール [I111]の年齢については，生年が 1201年と推定されるが（上注 23参照），この記事では
1223年 5月のカルカ河畔の戦いの時点で 18歳だから，生年が 1205年となり合致しない。[Толочко 










[С43112]を討伐する遠征をしたとの記述がある [ПСРЛ Т. 1, 1997: Стб.448]。かれは刺客によって殺




－ 292 － － 293 －








ン (Чаногиз-кано)はタングート人 (тангуты)によって殺された 373）。〔タタール人は〕かれら〔タ
ングート人〕を策略で騙し，その結果，策略で滅亡させた。他の国々については武力で滅ぼし
たものもあるが，多くの場合は策略で滅亡させたのである。




















しかし，翌 1227年夏，六盤山で避暑していたチンギス・ハンは危篤に陥り，1227年 8月 18日に死去
した。その 3日後に興慶は開城して西夏は滅亡した。このようなチンギス・ハンの西夏遠征とその死は
時期が重なっていることから，タングート人によって殺害されたという説が伝わったのだろう。後の記
事にあるように，ダニール [I111]は 1245～ 1246年にサライに赴いており，チンギス・ハンの死につ








レクサンドル [I121]は〕，ムスチスラフ [I51]が自分の娘婿であるダニール公 [I111]に親愛を持っ
ていない 374）ことを聞いて，喜びに満たされて，ムスチスラフ [J51]を戦争に駆り立てようとし
はじめた 375）。













そして，二人〔ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]〕から〔ムスチスラフ [J51]のもとに〕〔和
議のために〕使者が派遣されてきたとき，デミヤン (Дѣмьян)とアンドレイ (Андрѣй)が釈放さ





られる（[Котляр 2005: С. 212]参照）。
376）「禿げ山」(Лысая гора)は，リヴィウから東へ 50kmほど，チェルヴォノエ (Червоное, Червоне)
村の西にある標高 400mほどの現在も同名の丘陵地帯のこと。ガーリチからヴラジミルへの途上のおよ
そ半分行程の地点にある。
－ 294 － － 295 －



































































386）「自分の岳父コチャンに」(тестеви своему Котяню)の文言から，ムスチスラフ武運公 [J51]はポロ
ヴェツ侯コチャンの娘を妃にしていることについては上注 34を参照。
－ 296 － － 297 －









































































性格描写の文（戦記のアルヒーフ写本 (Архивский список)）を借用したもの [Мещерский 1958: С. 
98, 287]。上注 290も参照。
－ 298 － － 299 －














395）ムスチスラフ [J51]の年少の娘 (дщерь меньшая)の名は，『グストィンスカヤ年代記』6733(1225)
年の記事「ガーリチ公ムスチスラフは年少の娘マリヤを（…）」(Мстислав Галицкий обручи дщеръ 




1221年末に行われたと考えられる [Літопис руський, 1989: С.382 прим.5 ]。当時は新婦と新郎とも
に 11歳ほどに過ぎなかった [Домбровский 2015: С. 592-596]。なお，アンドラーシュ王子は 1226年














































－ 300 － － 301 －








【ムスチスラフ [J51] とダニール [I111] 兄弟は，ハンガリー王追撃途上のゴロドクで会合する：
1227 年】

















408）これは，ダニールの側近貴族グレーブ・ゼレメエヴィチ (Глѣб Зеремѣевич)（上注 266）を指して
いる（下注 414）。援軍の部隊を指揮していたのだろう。
409）「そなたに恐れをなして行軍」はイパーチイ写本，フレーブニコフ系写本とも по лохти ходить で，
諸注では Лохти を地名とする解釈（БЛДР-5，英訳，底本索引など）がなされているが，いずれの注も
ガーリチ地方の地名として特定できていない。ウクライナ語訳ではこれを полох ти ходить と分綴して


































414）グレーブについては上注 408を参照。ムスチスラフ [J51]側近のガーリチ貴族だが，ダニール [I111]
がガーリチ公になった場合の貴族たちに対する弾圧を危惧したのであろう。
－ 302 － － 303 －












【ルツク公ムスチスラフ無言公 [I24] およびその息子イワンの死。ヤロスラフ [I1221] はルツク
を奪取する。チェルトルィスクはピンスク人が奪取する：1227 年末】





























ヤロスラフ [I221]はルチェスクの〔公座に〕座したとき，ダニール [I111]は，ジディチン 
(Жидичин)へ，聖ニコラオス (Святой Никола)に拝礼し，祈るために出かけた 424）。ヤロスラフ
419）以下の記述から推察されるように，「与え」(дати)，「委ね」(поручити)たのはムスチスラフ無言公
[I24]が死に直面して遺言したからである。かれの死については他の資料に言及はなく，カルカ川の合
戦以降この時期，すなわち 1223年後半～ 1227年初めに死去したと推定する他はない [Домбровский 
2015: С. 296]。
420）無言公 [I124]の息子イワン [I1241]は，1227年の後半に，父親の死後ほどなくして早世したと考え
られる [Домбровский 2015: С. 363]。領地の相続者が途絶えたために紛争が起きたのである。
421）「ヤロスラフ・イングヴァレヴィチ」[I221]はムスチスラフ無言公の甥にあたり，ルチェスクは 1180
年から 1220年頃に没するまで父のイングヴァル [I122]の領地で [Войтович 2006: С. 490]，自らも身









2015: С. 343, 362. прим.1545]。
423）この段落の詠嘆的な文言は，編集の際の年代記編者の挿入で，ここに編集上の切れ目があることが想
定できる [Котляр 2005: С. 217]。
424）「ジディチン」(Жидичин)は Жидичев, Зудечев とも表記され，ストルィ (Стырь)川右岸のル
チェスクの中心から北に 7kmほど離れた場所。現在のジディチン村 (Жидичин)に相当する。こ
こに，聖ニコラオス（ニコライ）に献堂した修道院（現在も男子修道院として存続）があり，創建
当初からニコラオスの聖物が保管されていたようである [Православная энциклопедия Т. 19, С. 
182-184: ЖИДИЧИНСКИЙ ВО ИМЯ СВЯТИТЕЛЯ НИКОЛАЯ ЧУДОТВОРЦА МУЖСКОЙ 
МОНАСТЫРЬ]。おそらくダニール [I111]は 12月 6日の聖ニコライの祭日に，ヴラジミルからやっ
て来て聖物に参拝したのだろう。
－ 304 － － 305 －










































【ダニール [I111] はチェルトルィスク奪取の計画についてムスチスラフ [J51] と相談し，ムス
チスラフはガーリチをダニールに与えなかったことを悔やむ：1228 年 3月】
【752】これはここまでとして，われらはもとの話に戻ろう。










【ダニール [I111] とムスチスラフ [J51] はピンスク人に占拠されているチェルトルィスクを攻









年の出来事と推定されることから，復活大祭は 3月 26日にあたり。聖大土曜日は 3月 25日である。
－ 306 － － 307 －













そして，その後に二人〔ダニールとヴァシリコ〕はヤロスラフ [I122] を解放し 440），かれにペ
436）この「公」（イパーチイ写本は単数形，フレーブニコフ系写本は複数形）はおそらく複数で，ピンス
ク公ロスチスラフ [B32132]の息子たちがダニール [I111]軍によって捕虜にされたのである（下注 446
を参照）。
437）ムスチスラフ [J51]の死については，『ラヴレンチイ年代記』6736(1228)年の記事に「この年，ムス
チスラフ・ムスチスラヴィチ [J51]が逝去した。修道士となり，スヒマを受戒した」[ПСРЛ Т. 1, 1997: 
Стб. 450]と簡単な記述があり，没年については 1228年と確認できる。また，ヤン・ドゥウゴシュ『年
代記』ではムスチスラフ [J51]は，ガーリチを立ち去った翌年に「地上の生をあとにして，自らが建設
したキエフの聖十字架教会に埋葬された」としている [Щавелева 2004: С. 207, 360]。
438）「グレーブ」はムスチスラフ [J51]に仕えていた高位の貴族で軍司令官。上注 200, 266を参照。ム
スチスラフ [J51]は遠地のトルチェスクで没したはずであり，生前にダニールが会いに行ったというの
はあまり現実的ではない。これは，グレーブの「裏切り」を強調するための創作的エピソードだろう。
[Котляр 2005: С. 218]も参照。













【ピンスク公ロスチスラフがダニール等を中傷する：1228 年後半～ 1229 年初め】
その後，ピンスクの〔公〕ロスチスラフ 445）[B32132]は中傷を止めようとしなかった。なぜなら，
441）「ペレミリ」(Перемиль)はストィリ (Стырь)川上流に位置する城市で，ヴラジミルからだと南東方
向へ 78kmほど進んだところにある（上注 209, 384参照）。ここは，かつてヤロスラフ [I122]の兄弟









エフに着任し，1225年 1月 6日に正式に府主教座に就いた。かれはキエフ公ウラジーミル [J22]の意
を受けてルーシ諸公の争いの調停役として働き，それによって尊敬を受けていた。1233年に没している。








－ 308 － － 309 －















とから [イパーチイ年代記 (8)：注 353, 501]，ロスチスラフ [B32132]とウラジーミル [J22]は従兄弟
同士の関係になる。
447）この段落の原文は文が断片的で解釈が難しい。「かれの父は，わしの父を剃髪した」(отець его 
постриглъ отца моего)については，『ラヴレンチイ年代記』6714(1206)年記事に「リューリク [J2]は，
自分を剃髪させたロマン [I11]が殺されたことを聞くと，修道衣を脱ぎ捨てて，キエフ〔の公座〕に座した」




は，剃髪事件の主体と相手を年代記記者が誤解したと解釈している [Котляр 2005: С. 220]。
　　なおこの段落の全体としての内容は，ウラジーミル [J22]によるダニール [I111]討伐遠征の理由を述
べたもので，父親の世代に起こったことが繰り返されるなら，自分のキエフ公としての地位が危うくな













































－ 310 － － 311 －







【レシェク大公の暗殺：1227 年 11 月】
ポーランド大公レシェクが殺された。会議〔セイム〕において，シフィエントペウ













460）「シフィエントペウク」 (Святополк)は，ポメレリアのグダニスク公（在位 1220年～ 1266年）のシ













































－ 312 － － 313 －





































































－ 314 － － 315 －























コンラートによってサンドミエシュの地方長官となる。[IPSB: Pakosław Młodszy h. Awdaniec]。








































を得なかったということだろう（[Пашуто 1968: С. 253]も参照）。
485）これは，『原初年代記』6489(981)年の記事にある「〔ウラジーミル [06]〕はポーランド人のところに
行き，かれらの町のペレムィシェリ，チェルヴェンおよびその他の城市を占領した。それらは今でもル
ーシの支配下にある」[ПСРЛ Т.1, 1997: Стб. 81][ロシア原初年代記 :95頁 ]，および 6491(983)年記
事の「ウラジーミル [06]はヤトヴャグ人討伐の遠征を行い，ヤトヴャグ人を打ち負かして，かれらの
地を占領した」[ПСРЛ Т.1, 1997: Стб. 82][ロシア原初年代記 :95頁 ]の二つのウラジーミル聖公 [06]
の事蹟を考慮にいれているのだろう。
－ 316 － － 317 －






【ダニールによるガーリチ攻略の遠征：1230 年 2月～ 3月】


































































－ 318 － － 319 －
































































ール [I111]はエルサレムを統治するユダの王ヒゼキアに比定されていることになる [Літопис руський, 




－ 320 － － 321 －
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【ダニール [I111] は援軍を引き連れてガーリチへ駆けつける。ハンガリー軍の非勢】


















ている。[Пашут 2011: С. 577-578]。実際，研究者によれば「ボルツ」の名は語源的にチュルク語の 
Bars, Borč, Burč と関連付けることができ，Бего-Варс と同定できる可能性は高い。[Пилипчук Імена 
кипчаків 2017][Kovacs 2005 pp. 257-278]。




С. 84]参照）。スラブ語翻訳文献『ギリシア・ローマ年代記』にも当該の個所がある [Летописец 
















－ 322 － － 323 －
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